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The Structure and Synthesis ofFirefly
Luciferin.
E.H.White,F.McCappaandG.F.Field
J.Am.Chem.Soc.,85,337(1963)
種々の生体懲光bioluminescenceの研兜はこれ迄永
年にわたって行われてきたが,一般は生体鐙光は群糸
Iuciferaseの作用によF)憩化されやすい物質luciferin
と酸素の反応によって生ずることが明らかにされてい
ち.著者はアメ.)カホタル PhoEinusj･yralisのluci･
ferinの梢迫を決定し,叉その合成に成功した.
ホタルの luciferinは栢製することが困難で.非将
に少宜しか得られないため (本研兜では全部で雌か
30mgの物質が班用できた)元系分析は一つの例外以
外は行わなかった….
*訳者註.この構造がピレト1)ンの構造,即ち節-菊
恨(Ⅱ)のesterと非常に良く似ているのは舛昧ある
ことである.
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*X,肌報でluciferinに対してC18H12N203S2の分子読
が得られているがこれは紡解約には間迎いでClltl18
N203S2であった.
